
次代を担う子どもたちが、森林への理解と関心を深めるとともに、人
と豊かにかかわる力をはぐくむため、学校教育の一環として、森林環
境学習施設およびその周辺森林で体験型の学習を実施するものとする。
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県琵琶湖環境部森林政策課
林業普及センター
森林整備事務所 等

• 「やまのこ」事業を教育課
程に位置づける。

• 日程（１日または１泊２日）、
施設を学校で選択する。

• 施設の専任指導員と相談
して、日程や学習プログラ
ムを決定する。

• 専任指導員とのチーム
ティーチング。

• 事前事後の学習で森林と
琵琶湖をつなぐ学習にも
取り組む。

事業実施

支
援

• 県内既存の森林体験交
流施設等を「やまのこ」事
業の実施施設とする。

• 施設に専任指導員を配置
する。

• 専任指導員は、学校と連
携し「やまのこ」事業を実
施する。

• 施設や学習フィールドの
整備を行う。

• 学習プログラムの開発す
る。

連携県教育委員会幼小中教育課
県総合教育センター

市町教育委員会 市町等施設管理部局

学 校
やまのこ事業
受入施設

琵琶湖森林づくり県民税

経費
支援

事 業 概 念 図

・事前事後学習経費
・移動経費（バス代等）

・専任指導員設置経費
・活動費 ・安全確保費
・施設事務費
・学習施設整備費
・学習活動資機材整備費
・地域サポーター経費
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支援


